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· 開演30分前より受け付けを開始します。各セッション開始予定時刻の30分前までに
CD-Rを試写の上, ご提出下さい。なお, プロジェクターは液晶のみです。
· 口演10分, 討論5分でお願いします。(時間厳守)

· 1日班会議終了後に, 懇親会を行います。(場所：レストランアイリス，会費3，000円)

· 2日班員会議を12時00分から行います(場所：６０５会議室)。班員または代理の方は必ず
ご出席下さい。昼食をご用意しております。
第１日目　　平成１６年１２月１日(水)

Plenary lecture




10:30〜11:45     

      Chairman Yo-ichi Nabeshima
გMesoangioblasts for the cell therapy of muscular dystrophiesდ

Prof. Giulio Cossu (Institute of Cell Biology and Tissue Engineering, San Raffaele Biomedical Science Park of Rome, II°Medical School, University of Rome გLa Sapienzaდ, Italy)  

開会挨拶







  









 主任研究者 武田　伸一
Session I−I

Muscle Regeneration and Stem Cell Therapy
 13:00〜15:40 









Chairman Yo-ichi Nabeshima & Shin’ichi Takeda
１．
გRole of immune system in the damage and regeneration of muscle: What is the mechanism responsible for the changes in myonuclear distribution in soleus muscle of mdx miceდ
○Yoshinobu Ohira 1, 2, Yong Bo Lan 2, Masahiro Terada 2, Fuminori Kawano 1, 2, Katsumasa Goto3

(1School of Health and Sport Sciences, 2Graduate School of Medicine, Osaka University, 3Dept. of Physiology, St. Marianna University School of Medicine)
２．გIdentification of quiescent satellite cell-specific genes and muscle reconstitution activity of quiescent satellite cellsდ

Shin’ichi Takeda1，◯So-ichiro Fukada1，Akiyoshi Uezumi1，Satoru Masuda1，Masashi Segawa2，Hiroshi Yamamoto2，Yuko Miyagoe-Suzuki1 (1Dept. of Molecular Therapy, National Institute of Neuroscience, NCNP，2Dept. of Immunology, Graduate School of Pharmaceutical Sciences, Osaka University)
３．გAn approach to the understanding of molecular mechanisms of muscular regenerationდ

Hiroshi Yamamoto1, Masashi Segawa1, So-ichiro Fukada1, 2, Ken-ichi Koda1, Yukiko Yamamoto1, Yuko Miyagoe-Suzuki2, Shin'ichi Takeda2 (1Dept. of Immunology, Graduate School of Pharmaceutical Sciences, Osaka University, 2Dept. of Molecular Therapy, National Institute of Neuroscience, NCNP)
４．გMuscle reconsitution by muscle satellite cell descendants with stem cell-like propertiesდ
○Naohiro Hashimoto（Mitsubishi Kagaku Institute of Life Science）
５．გA role for novel population of primitive mesenchymal cells in muscle regenerationდ

Shin’ichi Takeda，◯Akiyoshi Uezumi，So-ichiro Fukada，Satoru Masuda，Yuko Miyagoe-Suzuki

(Dept. of Molecular Therapy, National Institute of Neuroscience, NCNP)
６．გEfficient induction of skeletal muscle lineage cells from bone marrow stromal cells and application for muscle degenerative disordersდ
○Mari Dezawa1, Hiroto Ishikawa1, Mikio Hoshino2, Yutaka Itokazu1, Tomoyuki Yoshihara1, Shin’ichi Takeda3, Chizuka Ide1, Yo-ichi Nabeshima2（１Dept. of Anatomy and Neurobiology, 2Dept. of Pathology and Tumor Biology, Kyoto University Graduate School of Medicine, ３Dept. of Molecular Therapy, Natl Inst Neurosci, NCNP）
７．გNotch signal effect on the mesenchymal stem cellsდ







[associated member]
○Ken-ichi Katsube，Kei Sakamoto，Nobuyuki Kawashima，Akira Yamaguchi

(Dept. of Oral Molecular Pathology, Graduate School of Tokyo Medical and Dental University)
８．გThe differentiation of embryonic stem cells into muscle cells with Tet-Off system for Duchenne muscular dystrophy therapyდ
Shigemi Kimura1,○Shiro Ozasa1, Kaori Ito1, Hiroe Kawano1, Makoto Ikezawa1, Makoto Matsukura1, Teruhisa Miike1, Miki Araki2, Ken-ichi Yamamura2 , Kuniya Abe3, Hitoshi Niwa 4

(1Dept. of Child Development, Kumamoto University Graduate School, 2Dept. of Developmental Genetics, Institute of Molecular Embryology and Genetics, Kumamoto University Graduate School, 3Research & Development Team for Mammalian Cellular Dynamics, BioResource Center, RIKEN Tsukuba Institute, 4 Laboratory of Pluripotent cell studies RIKEN Center for Developmental Biology)
＊＊＊＊＊＊　 コーヒーブレイク





15：40〜15：50
＊＊＊＊＊＊＊＊＊
Session I-2     筋再生と幹細胞移植治療    

15：50〜16：45    座　長　橋本　有弘
９．
骨格筋の損傷および再生における免疫系の役割解明
−ストレスに対する骨格筋細胞の応答と細胞内シグナル伝達−
大平 充宣1, 2，○後藤 勝正3

(1大阪大学 健康体育部，2同 大学院 医学系研究科，3聖マリアンナ医科大学 生理学教室)
10．IGF-2遺伝子導入によるマウス胚性幹(ES)細胞からの筋系細胞の分化誘導


[協力班員]
−筋損傷および筋ジストロフィーモデルへの移植治療−
○鈴木 登1，蒲地 宏昌2，黒川 真奈絵3，吉川 英志3，青木 治人4，武田 伸一5（1聖マリアンナ医科大学 免疫学 病害動物学，同 大学院 先端医学研究施設 再生医学研究部門，2同 整形外科学，3同 免疫学 病害動物学，４同 整形外科学，5国立精神・神経センター 神経研究所 遺伝子疾患治療研究部)

11．骨格筋及び心筋に分化しうるマウス骨髄間質由来幹細胞の新たな採取方法
平家 俊男，○塩田 光隆，張 璽，馬場 史郎，春山 宗忠，吉本 桃子，中畑 龍俊
(京都大学大学院 医学研究科 発達小児科学)
Session II

社会医学的研究


  
  

16：50〜17：05
　座　長　武田 伸一
12．遺伝子医療啓発活動に関する研究 −筋ジストロフィー患者と家族における遺伝子医療に関する討論の促進，および一般社会に対する遺伝子医療啓発シンポジウムの報告−
貝谷 久宣1，河端 静子1，上 良夫1，○松尾 雅2，野村 忍2，菅谷 渚2，貝谷 嘉洋3
(1社団法人 日本筋ジストロフィー協会, 2早稲田大学大学院 人間科学，3上智大学大学院 社会福祉)
＊＊＊＊＊＊　 
懇　親　会






18：00〜　　　
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
第２日目　　平成１６年１２月２日(木)

Session Ⅲ

遺伝子治療





9：00〜10：45


座　長  小澤　敬也
13．筋ジストロフィー治療のための遺伝子・siRNAデリバリーシステムの開発

−siRNA発現プラスミドDNAデリバリーによるin vivo RNAiの誘導−
○西川 元也，枚田 一宏，高橋 有己，高倉 喜信 (京都大学大学院 薬学研究科)

14．骨格筋ミトコンドリアへの遺伝子導入法の研究 −核-ミトコンドリアの適合性と表現形の検討−
○遠藤 仁司1，笠嶋 克巳1，長尾 恭光2

(1自治医科大学 医学部 生化学，２京都大学大学院 農学研究科)

15．アデノウイルス受容体CARとHDAdvによる骨格筋への遺伝子導入






[協力班員]
○前田 寧，内田 友二，小出 達也，杉本 亮子，阪本 徹郎，内野 誠
(熊本大学 医学部附属病院 神経内科)

16．-サルコグリカンの発現増強によるLGMD 2Dモデルマウスの筋症状の改善

−-サルコグリカンを用いたLGMD 2Dの治療法についての検討−
武田 伸一１，○今村 道博１，望月靖史１，西山 章代１，Eva Engvall２ 

(１国立精神・神経センター 神経研究所 遺伝子疾患治療研究部，２The Burnham Institute)

17．筋ジストロフィーに対する遺伝子治療法に関する基盤的研究　

−アデノ随伴ウイルスベクターを用いた犬骨格筋への遺伝子導入−
武田 伸一1，○湯浅 勝敏1，池本 円１，西山 章代１，望月 靖史1，吉村 まどか1，浦澤 延幸2，
佐藤 克二郎1，鈴木 友子1，John McC Howell3 (1国立精神・神経センター 神経研究所 遺伝子疾患治療研究部, 2同 実験動物管理室, 3マードック大学 オーストラリア)

18．
各種血清型AAVベクターを用いた骨格筋への遺伝子導入法ならびに AAVベクター精製法に関する検討
小澤 敬也, ○水上 浩明，卜部 匡司 (自治医科大学 分子病態治療研究センター 遺伝子治療研究部)

19．骨格筋における遺伝子長期発現及び免疫寛容誘導の試み
○金田 安史，遠藤 誠之，大鶴 聡，玉井 克人 (大阪大学大学院 医学系研究科 遺伝子治療学)

Session Ⅳ-1 筋疾患の分子病態の解明と新たな治療法の開発 11：00〜12：00  座長 原 孝彦
20．骨格筋シグナルネットワークの把握とそれを標的にした治療法開発

−IGF-1の治療効果を分子レベルで探る−
○野口 悟，藤田 雅子，西野 一三 (国立精神・神経センター 神経研究所 疾病研究第一部)

21．マイオスタチン阻害分子の体系的開発と筋ジストロフィー治療実現への基盤研究
−骨格筋量・筋力の増大した遺伝子導入マウスの作出とmdxマウスとの交配による筋病理像の改善−
○土田 邦博1，中谷 直史1，野地 澄晴2，大澤 裕3，砂田 芳秀3，松村 剛4，埜中 征哉5，西野 一三6，武田 伸一7 (1徳島大学 分子酵素学研究センター，2同 工学部生物工学科，3川崎医大 神経内科，4独立行政法人 国立病院機構 刀根山病院，5国立精神・神経センター 武蔵病院，6同 疾病研究第一部，7同 遺伝子疾患治療研究部)

22．再生筋で発現誘導される分泌性タンパク質を利用した筋ジストロフィー治療法開発の試み

−候補遺伝子産物の発現と機能の解析−
○原 孝彦，中山 由紀，奈良 典子 (東京都臨床医学総合研究所 腫瘍生化学)

23．筋ジストロフィーの進行軽減療法の開発

−デュシェンヌ型筋ジストロフィーの筋壊死拡大におけるプロスタグランジンD2の役割−
○裏出 良博1，佐藤 陽2，有竹 浩介1，毛利 育子1

(１(財)大阪バイオサイエンス研究所 分子行動生物学部門，２理化学研究所 播磨研究所)

＊＊＊＊＊＊＊＊　　班　員　会　議　　＊＊＊＊＊＊＊＊
12：00〜13：00＊＊＊＊＊＊＊＊
Session Ⅳ-2 筋疾患の分子病態の解明と新たな治療法の開発 13：15〜14：30 座長 木村 重美
24．筋ジストロフィー・心筋症発症機構の解明および治療法の開発

−Na+/Ca2+交換体活性低下による筋変性発症機構−
岩田 裕子1，○片野坂 友紀1，小林 優子1，若林 繁夫1，芝崎 太2，重川 宗一3

(1国立循環器病センター研究所 循環分子生理部，2東京都臨床医学総合研究所，3千里金蘭大学)

25．骨格筋内脂肪蓄積機構の解明に向けて −細胞周囲の局所環境の影響−
○山内 啓太郎，石黒 直美，矢田 英理香，西原 眞杉 (東京大学大学院 農学生命科学研究科 獣医生理学)

26．廃用性筋萎縮に重要なユビキチンリガーゼCbl-bの遺伝子欠損マウスの解析


[協力班員]
○二川 健1, 平坂 勝也1，久田 記美代1，後藤 淳平1，不老地 治美1，大西 ゆう子1，岸 恭一1, 石堂 一巳2, 池本 円3，埜中 征哉4, 武田 伸一3 

(1徳島大学大学院 ヘルスバイオサイエンス研究部 生体栄養学, 2徳島文理大学 健康科学研究所, 3国立精神・神経センター 神経研究所 遺伝子疾患治療研究部, 4同 武蔵病院)

27．血管平滑筋におけるジストロフィンの機能解析
木村 重美1，○伊藤 薫1，小篠 史郎1，河野 弘恵１，池澤 誠1，松倉 誠1，吉岡 毅1，三池 輝久1，
荒木 喜美2，山村 研一2，鈴木 操3，三輪 岳志4，Gail D. Thomas5 

(1熊本大学 医学部 附属病院 発達小児科，2同 臓器形成，3同 動物資源開発センター，4大阪大学 遺伝情報実験施設，５Dept. of Internal Medicine, Hypertension Division, UT Southwestern Medical Center, USA)

28．ジストロフィンの中枢神経系における機能についての研究

−mdxマウスの情動性ストレス応答の変容と扁桃体ニューロンネットワーク異常−
○関口 正幸1, 図子田 康1，吉田 瑞子1,上地 さり1，市原 伸恒3，横須賀 誠2，佐原 資謹2，和田 圭司1 

(1国立精神･神経センター 神経研究所 疾病研究第四部，2同 診断研究部，３麻布大学 獣医学部 第一解剖学)

＊＊＊＊＊＊＊＊　　コーヒーブレイク　　＊＊＊＊＊＊＊＊
14：45〜15：00＊＊＊＊＊＊＊＊
Session V

遺伝性神経・筋疾患のモデル動物


15：00〜16：30
座長　鍋島　陽一
29．神経・筋変性に関与する新たな遺伝子の解析とその治療への応用に関する研究

−海馬歯状回特異的遺伝子機能改変によって作成した統合失調症モデルマウスの解析−
○鍋島 陽一 (京都大学大学院 医学研究科 病理系腫瘍生物学)

30．筋ジストロフィー関連モデル動物の生産供給システムの検討

−筋ジストロフィー関連モデル動物の育成と供給状況について−
○日置 恭司，外丸 祐介, 小倉 智生, 筒本 まりこ（財団法人 実験動物中央研究所) 
31．Cre-loxPシステムを利用したDMD領域完全欠失マウスの作成とその解析　　　    ［協力班員］
花岡 和則１，○工藤 寛枝１，池田 春子１，柿谷 誠2，富塚 一磨2，早坂 美智子1

(１北里大学 理学部，２キリンビール医薬探索研)

32．ニワトリ筋ジストロフィー責任遺伝子候補領域に存在する遺伝子の発現解析  
  ［協力班員］
○万年 英之1，吉澤 奏子2，菊地 真一2，丸瀬 英明１，水谷 誠3，菊池 建機4，辻 荘一1(1神戸大学 農学部, 2神戸大学大学院 自然科学研究科, 3日本生物科学研究所，4前国立精神･神経センター 神経研究所)

33．筋ジストロフィーモデル犬のカルトシステムによる心室興奮伝播様式の検討

   [協力班員]
若尾 義人1，○弓削田 直子1，藤井 洋子1，羽瀬 良樹2，河村 佳世1，湯浅 勝敏3（1麻布大学 獣医学部，２ジョンソン＆ジョンソン，３国立精神・神経センター 神経研究所 遺伝子疾患治療研究部)

34．筋ジス犬コロニーの確立・維持と病態解析 


−筋ジス犬の加齢に伴う臨床症状と骨格筋の組織学的所見の変化について-
高橋 明男1，○島津 美樹2，湯浅 勝敏2，和田 倫子2，弓削田 直子3，吉村 まどか2，浦澤 延幸2，
武田 伸一2（1国立精神・神経センター 神経研究所 実験動物管理室，2同 遺伝子疾患治療研究部，3麻布大学 獣医学部）

閉会挨拶　　　



16：30
